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ふ 事 で あ るo 同地 に採 集 され る方 は特 に注意せ られん こ ε を希望 するo この

蟲 に つ い て は 何 れ 詳 しい 事を 書 く事 5 して 、 大 體の 感か ら云 へ ば バ ツ タ の 幼
’

蟲 ε ゴ キ ブ リの 幼蟲 の 合 の 子 ご い つ たや うな形 で 、 翅 を もた な い o 長 さは 20

mm 位 まで な る 、 淡褐 色の 蟲で 、 栃木の 下夂は 中な さ に棲 ん で 居 るo

　　　　　　　　　サ ム ラ イ ア リ の 産 地 （矢野宗翰

　 日本 で の 奴隷狩をす る蟻 の 代表K“−J で も云 ふ べ き もの で あ る サ ム ラ イ ア リ

．帥 ち P吻 8γσ醐 rtefe＄cens 　var ．εα ｝翩 脳 εYAxo は 私の 知 つ て 居 る隈 りで は そ の産

地 が餘 り多 くな い 。 私 の 採集 した所 で ほ 朿京附近 、 （確か に 記憶 して 居 るの は

目黒 及 r卜野 附近）及 編岡 渠蒹企救郡企救町 大字城 野 、 及鹿 兒島縣下霧島山 等で
、

友人 の 探集品 は 、凍 京痲布で農學 1蕁士 小熊 捍君 の探 品 、 京都 で 理學 士 穴戸 一

郎氏 の 採 品 、 鳥 取で 箕沛忠愛氏 の探 品 等で あ るo 其等 は 凡て 十數 年 前ゆ 事で

共以來餘 り注 意を しなか つ た の で 新 しい 産 地を知 る事 が 出來 なか つ た 。 本 年

八 月 J　 −F 二 　U に 千葉縣久留里 の 東南四里 許の笹 村か ら清澄 山に 向ふ 途 中で 一一

群 の蟻 が 山道 を横ぎ るの に 出逢 つ て 、 綵 つ て見 る i この 種で あつ た o 私 の 考

へ で は この 種 は 恐 ら く可 な り普逋 な もの で あ ら うご 思 ふ o た 蝉 F常 集の 中 に

ば か の居て 、 僅か に 夏 の 二 三 ケ 月開其 も稀 に 一 こ 時閙づ L 地 一kに現 は れ る爲

め に 人 目に觸 れ る こ ご が少 ない 爲めで あ ら うo

　 奴隷狩 をす る蟻 は これ に 止 ま らな Tv
丶 それ 等は 曾て 昆蟲墜會例 會の際 に標

本丈を御 目に 掛け た 事 もあ るが 、 何れ記 述 の 機會 もあ ら うo

　　　 八 ナ ム
’
グ リ の 美 　 　 　 （鹿 野 忠 雄 ）

　私 は臺灣 に もう幾 月か を過 した 。 そ の 間 内地 ご比 較 して 臺灣 ら しい ご 思
！
？

tt
た事 を 、 次 に順次 書い て見た い ε思 ふ o 本篇はそ の 一で あるo

　吾 人 が臺灣の 甲蟲相 に 注意 す る時 、 特 に顯 著 に我 々 の 眼裸 に映す る もの は

コ ガ ネ ム シ科 の 甲蟲 の豐 富 な事 で あ るo そ れ は 内地で は ε て も見 られ ない 、

曾て 南洋や 南米 な 3 の熱帶 の 輝か しい太 陽の國の 佐者の 色彩や 形相 の 持つ 魅

；JJに 、
ヱ 年ゾチ ツ ク な情 感を起 さ しめ られた 様 な分子 が 、 燦然 ご光 を放つ て
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